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劉郎再度の韓 (就任御挨拶)

理事長
~伊
藤 漱 平

思いがけず先頃理事長に再選され、4月 1日付で就任する仕儀となった。

3月下旬に選挙管理委員長名の当選通知書が届いた。自分としては、去る昭和62年4月から1

期 2年を辛くも勤め上げたことで、 “免役
'と
なったものと思っていただけに、電話の前触れが

先ずあったときには、まさか、殺生な、という思い力村曽裡を交錯したのも自然であった。

実は私事で恐縮ながら、さきに理事長を下番した平成元年の7月に本務校二松学舎大学の学長

に就任する羽目となり、以来魯鈍の身とてこれに車念して3月末に返任したばかりである。その

間、校務繁忙にかまけて学会ともいささか疎遠に打ち過ぎた。そのことも不安の種であった。

果せるかな、この程戸川芳郎前理事長と会務引継ぎをしたとき、前事務局校から運びこまれた

引越荷物はおびただしく、コンピューター1基を含むダシボール箱の小山は、4年前送り出した

ときに較べて格段に殖えており、会員数の増加、会務の複雑化を物語っていた。

辞退もならずお受けしたからには、改めて会務全般、特に現下の急務について勉強し直し、初

心に帰って責めを果たすことに努めたい。と申せば、どこぞの国の国務大臣の新任挨拶染みるが、

なにとぞ宜しく砲i旨導御鞭鍵を賜るよ2主_会員各生に折入ってお願い申し上げる次第である。

一一平成5年 4月万愚節一一

《 彙 報 》

◎役員の改選について

判戎5・ 6年度の理事 ・評議員・監事は、選挙の結果それぞれ下記の会員が当選されました。

(敬称略、50音順)

理事長 伊 藤 激 平

理 事  〔北海道〕大島正三 〔東北〕/1り十1陽
一 〔関東〕伊藤漱平 石 川忠久 内 山知也

福井文雅 丸 山昇 〔中部〕今鷹真 山 下龍二  〔近畿〕覚文生 坂 出祥伸 三 浦囲雄

〔中国 ・四国〕下見隆雄 藤 原尚 〔九州〕福田殖 町 田二郎



評議員 〔北海道〕伊東倫厚 大 島正三  〔東北〕小サ十1陽一 中 鳴隆蔵 村 上哲見

〔関東〕伊藤激平 伊 藤虎丸 石 川忠久 内 山知也 尾 上兼英 倉 田信靖 竹 田晃

土田健次郎 戸 川芳郎 中 野達 福 井文雅 松 浦友久 丸 山昇 溝 日雄三 村 山吉度

〔中部〕今鷹真 手 野茂彦 中 島敏夫 山 下龍二  〔近畿〕内山俊彦 加 地伸行 覚 文生

小南一部 興 膳宏 坂 出祥伸 清 水茂 橋 本高勝 三 浦囲雄  〔中国・四国〕下見隆雄

藤原尚 森 野繁夫 山 根三芳 吉 田公平  〔九州〕秋吉久紀夫 竹 村貝じ行 福 田殖 町 田二郎

監 事  屋 卜兼英 溝 口雄三

なお、幹事は次の二会員に委嘱されました。

家井 真   丸 山 浩 明

◎顧間の就任について

平成2年10月の第42回大会で承認された会則改正によって新たに設けられた顧間に、昨年度従

来の名誉会員のなかから5名の方々が通常会員に復したうえ就仁されました (会員名簿参照)。   ―
/

今回新たに下記の会員が顧間に就任されました。 (敬称略)

楠山 春 樹

◎学術専門委員の繰り上げ当選について

役員定年制により、岡村繁会員が学術専門委員を退任、後任として選挙規約に基づき、中野達

会員が繰り上げ当選、 4月 1日付で就任されました (任期は羽戎6年 3月31日まで)。

◎ く学界展望〉用資料の送付について

『学会報』第45集の編集担当校は、引き続き東京大学 (責任者は池田知久会員)に 委嘱され

ました。第45集の く学会消息〉欄の原稿を、記入責任者から東京大学文学部中国哲学研究室

(〒113東 京都文京区本郷7-3-1)宛 お送り下さい。資料は平成4年 1月から12月までのも

のといたします。

また 『学会報』第45集の く学会展望〉執筆担当校は以下の通りです。

哲 学   大 阪市立大学文学部中国学研究室 代 表 |三浦囲雄会員

(〒558大 阪市住吉区杉本3-3-138)

文 学   京 都大学文学部中国文学研究室 代 表 t興嬉宏会員
V

(〒606京 都市左京区吉田本町)                    _

語 学   お 茶の水女子大学文教育学部中国文学研究室 代 表 :佐藤保会員

(〒112東 京都文京区大塚2-1-1)

◎本年度大会について

本年度 (第45回)の 学術大会は、大阪大学が準備会を担当され、吹田文化会館 (通称メイシア

ター)を 会場として9月25日 (上)・ 26日 (日)に 行われます。

開催日が例年より早くなっておりますことと併せて開催会場のこと呉々も御注意下さい。

(大会準備会からの案内状が同封してあります。詳細はこれについて御承知置きのほどを。)



◎新年度会費納入について

会則第8条により、学会費の納入をお願い致します。 (同対の振替用紙をご利用下さい。)
なお、毎年学会費未納分の請求に対するお問い合わせに接しますが、郵便振替でない場合は証

拠書類 (領収書のコピー)の提示を必要としますので、そのためにも納入はなるべく郵便振替を

覇 け用頂きたく、大会時は避けるようにご配慮下さい。   1

◎住所変更について

新名簿約或中につき、氏名・住所・電話番号・所属の変更は、すみや力Wこご連絡下さい。特に

所属の変更は、地区の移動を伴うことがありますので、ご注意願います。 (留学される場合は、

予定期間と併せて国内連絡先をお知らせ下さい。)
。下記の住所不明者名簿について、御存知の方があれば、お手数でも御一報願います。

(北海道)矢 萩哲文 (東 北)長 谷川薫 (関 東)金 世中・曽士才・玉利房枝・中川裕三 ,矢野

正敬 t安永博志 山`内雅幸 す芳谷大介 (近 畿)金 瑛二 (九 州)窪 口忍 :高崎幸子

◎会員資格の停止等について

会費未納が2年に達した方には 『学会報』を送付致しません。また4年にわたって滞納されま

すと、会員資格が一時停止されます。

巳
ｋ
↓
十

言
Ｆ

昨年10月以後下記の会員の計報がよせられました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

(敬称略)

乾 一 夫 (関東) 勲 戎5年 3月26日逝去

◎新入会員の紹介について

次回の新入会員の審査は、 5月 16日開催の理事会の席上で行なわれます。つきましては、入会

申込者のご紹介は、 5月 9日必着にてお願い致します。期限を過ぎて到着した申込書は、9月理

事会での審査を受けることになります。

_◎ 当学会の連絡先は、次の通りです。

〒113東京都文京区湯島1-4-25

新文会館 TEL 03 3251 4606

FAX 03-3251-4853

(振替)東 京6- 89927

なお、緊急の際の連絡先は、下記に変わりました。

〒102東京都千代田区二番町6-16

二な学舎大学文学部中国文学研究室314

TEL 03 3261 7406 (内 線)

B

272(家井)
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